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Ⅰ 一 般 事 項 

 

１．第１回理事会 

令和４年６月９日、１０時３０分から令和４年度第１回理事会を開催 

（１）議決事項 

  第１号議案 令和３年度事業報告及び収支決算の承認に関する件 

第２号議案 定時評議員会の招集に関する件  

（２）その他 

１．職務執行状況報告 

 

２．定時評議員会 

令和４年６月２７日、１１時００分から令和４年度定時評議員会を開催 

（１） 議決事項 

第１号議案 理事の選任に関する件 

     第２号議案 令和３年度事業報告等及び収支決算の承認に関する件 

 

３．第２回理事会 

令和４年６月２７日、１６時００分から令和４年度第２回理事会を開催 

（１）議決事項 

第１号議案 理事長の選定に関する件 

 

４．第３回理事会 

令和５年３月１６日、１０時３０分から令和４年度第３回理事会を開催 

（１）議決事項 

第１号議案 令和５年度事業計画書及び収支予算書の承認に関する件 

（２）その他 

１．職務執行状況報告 
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５．顧問等及び職員 

令和５年３月３１日現在の役員、顧問等及び職員数は、次のとおりである。 

 

役   員 顧 問 等 職   員 

理 事 長（常 勤） １ 顧  問（非常勤） １ 総 括 研 究 員   １ 

理  事（常 勤）  １   上 席 研 究 員 ３ 

理  事（非常勤） ５          技  師  長   １       

監  事（非常勤） １   理事長付部長   １       

    総  務  部    ８（１） 

          広 報 事 業 部  １ 

    企 画 調 査 部  １２（３） 

    砂防フロンティア研究所 ２１（２） 

      専門研究員   １ 

    研究第一部 １０（１） 

    研究第二部  １０（１） 

   計 ８     計 １     計  ４８（６） 

（注）（ ）内書は臨時職員等 
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Ⅱ  調 査 研 究 等 事 項 

 

 

事業概況 

 

   令和４年度は、公益目的支出計画に基づく公益目的事業（継続事業）を着実に実施すると

ともに、収益事業として定款に基づく調査・研究事業（受託）にも積極的に取り組んだ。 

   公益目的事業としては、先導的な調査･研究テーマに関する自主研究並びに民間との共同

研究を積極的に実施し、土砂災害警戒区域や砂防指定地などの砂防関連情報の整理・活用等

に取り組んだ。 

また、「木村基金」による助成事業や（一財）日本宝くじ協会の助成を活用して「土砂災害

警戒区域等を明示した現地表示看板」の整備を進める他、砂防関連行事への協力･支援等を

幅広く実施した。 

   収益事業としては、定款に基づく調査･研究テーマに関する業務について積極的に取り組

んだ。 

土砂災害防止対策基本指針の令和２年８月変更を踏まえ、土砂災害警戒区域指定促進等に

関する調査・研究を引き続き促進した。 

また、危機管理に関する調査・研究は、土砂災害防止法と災害対策基本法の内容に加え近

年頻発する大規模土砂災害を踏まえ、地域の防災力向上につながる取り組みを進めるととも

に、深層崩壊による天然ダム形成や同時多発的な土砂災害など、大規模土砂災害に対する中

山間地の危機管理方策に関する検討を行った。 

   さらに、経済性を考慮した砂防設備等の長寿命化・機能向上を図るための効果的な維持管

理・修繕・改築手法、DXによる施設管理、効率的な土砂や流木の処理方策及び歴史的・文

化的価値を有する砂防設備の保全・利活用手法に関する調査･研究に取り組んだ。 

  また、砂防設備等の維持管理・砂防指定地等の管理・歴史的砂防設備等の利活用に関する

研究推進に関して、学識経験者等からなる内部に設置した常設委員会において、助言・意見

をいただいた。 

  一方、民間と共同開発した「土砂災害警戒区域等設定支援システム及び管理システム」な

どの技術を積極的に活用し、「土砂災害警戒区域等の指定促進や管理業務」を支援するとと

もに、「地方自治体や国の機関が保有する砂防関連情報のデータベース化」等の業務にも取

り組んだ。 
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令和４年度受託事業等内訳 

 

（単位：千円） 

委 託 者 等 別 件 数 受 託 等 金 額 

国 土 交 通 省 ３７ ７１４，１９０ 

地方公共団体  ２７ １３１，５５９ 

民     間    ５ ３９，８７７ 

合     計 ６９ ８８５，６２６ 

 

 

Ⅰ．委員会等の設置 

  令和４年度の委員会等の設置は以下のとおりである。 

○ 砂防指定地内等における大規模な土地形質変更に伴う技術検討委員会（常設） 

◯ 砂防関係施設維持管理専門技術委員会（常設） 

◯ 砂防関係指定地管理専門技術委員会（常設） 

◯ 歴史・利活用専門技術委員会（常設） 

○ 大源太砂防設備他利活用協議会 

○ 常願寺川砂防施設保存活用計画検討委員会 

 

 

Ⅱ．調査研究等の事業の概要 

 １．公益目的支出計画事業 

［１］調査研究及び助成事業（継続事業１） 

（１）調査研究 

① 砂防関係施設の維持管理方策および補修補強設計についての動向に関する検討

（自主研究） 

② 衛星画像解析技術の基礎調査への活用に関する研究（自主研究） 

③ 砂防分野におけるミュオグラフィーの応用（自主研究） 

④ 土砂災害警戒区域等設定支援システム（急傾斜地の崩壊編）ＧＩＳエンジン移行          

に関する研究（自主研究） 

⑤ 土砂災害警戒区域等設定支援システム（地滑り編）改良（自主研究） 

⑥ 土砂災害警戒区域等設定支援システム（地滑り編）に関する研究（座標変換ツー

ルの作成）（自主研究） 

⑦ 土砂災害警戒区域等設定支援システム（管理型調書作成ツール）機能改良（自主

共同研究） 
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（３）木村基金助成事業 

  令和４年度の助成事業として、下記の４事業に助成した。 

 

助成事業テーマ 砂防組織変遷等の記録編纂に係る支援事業 

実 施 期 間 

助 成 金 額 

申  請  者 

令和４年９月１日 ～ 令和５年１２月２５日 

金 ７０８，２６０円 

砂防組織経緯編纂会代表  林 孝標 

助成事業テーマ 砂防施工管理研究に係る支援事業 

実 施 期 間 

助 成 金 額 

申  請  者 

令和４年４月１日 ～ 令和４年３月３１日 

金 ３２０，０００円 

砂防施工管理研究会代表  大池 太士 

助成事業テーマ 砂防技術者教育の推進に係る支援事業 

実 施 期 間 

助 成 金 額 

申  請  者 

令和４年４月１日 ～ 令和５年３月３１日 

金 ３，６００，０００円 

北海道大学大学院農学研究科 桂 真也助教外（計 12名） 

助成事業テーマ 砂防教育支援の推進 

実 施 期 間 

助 成 金 額 

申  請  者 

令和４年４月１日 ～ 令和５年３月３１日 

金 ３，６００，０００円 

砂防教育支援研究会代表  内山 寿長 

助成金額計 ８，２２８，２６０円 

 

（４）協賛・支援 

１）砂防ボランティア等に対する活動支援 

     ① 砂防ボランティア全国連絡協議会への支援・協力 

 ② 砂防ボランティア基金への支援・協力 

 ③ NPO法人ネパール治水砂防技術交流会への支援・協力 

 ④ 砂防施工管理研究会への支援・協力 

 ⑤ 砂防新技術フォーラムへの支援・協力 

 ⑥ 砂防図書館への支援・協力 

 ⑦ （一社）国際砂防協会への支援・協力 

２）関係団体への協力・支援等 

① 国土交通大学校の令和４年度専門課程「土砂災害防止対策（警戒避難等）研

修」（4.5.18）に講師として西上席研究員を派遣 

②（公社）土木学会関東支部山梨会の「防災・減災、国土強靱化５か年加速化対

策とこれからの砂防」（4.7.8）に講師として今井理事を派遣 

③ 北海道開発局の令和４年度「砂防・土砂災害緊急調査研修」（4.8.3）に講師  

として千葉主任研究員を派遣 

④ 岐阜県中津川市中津地区災害対策協議会の砂防講演会「四ツ目川災害から 90 

年 土砂災害の教訓を後世に伝える」（4.8.26）に講師として今井理事を派遣 
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  ⑤（一財）全国建設研修センターの令和４年度研修「土砂災害対策」（4.9.15）に      

      講師として西上席研究員を派遣 

⑥ 神奈川大学の防災講演会「1923年関東大震災から 100年－横浜・神奈川にお 

 ける被災と復興－」（4.11.19）に講師として井上専門研究員を派遣 

⑦ 長野県治水砂防協会姫川支部の「姫川砂防事務所開設８０周年記念シンポジ 

ウム」（4.11.20）に講師として今井理事を派遣 

⑧ 石川県砂防ボランティア協会の令和 4年度「北陸信越地区斜面判定士講習

会」（5.1.16）に講師として酒谷総括研究員を派遣 

⑨ 岐阜県砂防ボランティア協会の「斜面判定士講習会」（5.1.24）に講師として 

今井理事を派遣 

          ⑩ 近畿ブロック砂防ボランティア協会の令和 4年度「土砂災害に関する講習         

会」（5.2.3）に講師として酒谷総括研究員を派遣 

⑪ NPO法人鹿児島県砂防ボランティア協会の令和 4年度「砂防技術研修会」 

（5.2.7）に講師として亀江理事長を派遣 

⑫ 島根県砂防ボランティア協会の令和 4年度「島根県砂防ボランティア協会講 

習会」（5.2.7）に講師として今井理事を派遣 

     ⑬ ミラクルソル協会の技術研修会「環境と防災と維持管理技術」（5.2.9）に講 

師として今井理事を派遣 

⑭ 和歌山県砂防ボランティア協会の地域講演会「考える、土砂災害」（5.2.25） 

に講師として亀江理事長を派遣 

  ⑮（独法）国際協力機構の 2022年度（ベトナム国別研修）「土砂災害対策行政と 

計画」（5.3.1）に講師として西上席研究員を派遣 

３）後援・協賛した行事 

令和４年度土砂災害防止月間（4.6.1~30） 

    第４６回「水の週間」（4.8.1~7） 

２０２２火山砂防フォーラム（4.10.13～14） 

         令和４年度「雪崩防災週間」（4.12.1~7） 

         その他、砂防関係行事を後援、協賛した。 

 

［２］土砂災害防止のための周知・啓発等事業（継続事業２） 

土砂災害から国民を守り、国土の保全と安全で快適な国民生活の向上に寄与するため、

「土砂災害警戒区域等を明示した現地表示看板」を市町村に整備した。 

 

 

２．調査・研究等受託事業（収益事業） 

［１］砂防指定地等及びその周辺の保全整備と管理に関する調査研究並びに情報提供、 

提言及び指導 

  （１）砂防指定地等の管理のあり方に関する検討               ５件 
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  （２）砂防指定地等及びその周辺の管理に関する開発計画等の技術的指導    ３件 

 

（３）砂防えん堤等砂防施設の保全・管理に関する検討他 

イ．歴史的砂防設備の保全・利活用等に関する検討             １件 

ロ．経済性、流域の状況を考慮した砂防施設等の効果的な維持管理・修繕・改築 

方策等に関する検討                         ７件 

    ハ. 砂防設備の効率的な除石・除木方策に関する検討           ５件 

      

［２］砂防指定地等及びその周辺の危機管理体制の整備等に関する調査研究    ２３件 

（１）大規模土砂災害に対する危機管理のあり方に関する検討 

（２）大規模土砂災害を想定した中山間地の危機管理方策の検討 

（３）土砂災害防止のための地域防災力の向上方策に関する検討他 

 

［３］砂防事業等に関連する地域の利用並びに活性化のための調査研究 

（１）砂防設備等を活用した地域活性化に関する検討            ３件  

 （２）土砂災害史料の整理とその利活用に関する検討            ４件 

 

［４］砂防指定地等及びその周辺の砂防事業に関わる情報の管理に関する調査研究 

  （１）砂防指定地等砂防関連情報の管理システムの構築等 

イ．砂防管理関連情報の管理システムの構築等                ９件 

（２）土砂災害警戒区域等のWeb配信システムの運営他             ７件 

 

［５］砂防指定地等の指定・公示に関する調査研究 

  （１）土砂災害警戒区域等の設定に関する照査                  ２３件 

（２）砂防指定地等の指定に関する検討                     １件 

 

［６］砂防指定地等の指定・公示に係る技術的支援等に関する調査研究 

（１）土砂災害警戒区域等設定支援システムの開発及び提供・支援 

イ．土砂災害警戒区域等設定支援システム貸与            ７２７本 

（２）三次元数値地図作成の技術指導及び照査 

イ．三次元数値地図成果品の照査                   ５７件 

 

 

 

 


